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自己紹介

• 2010年からJAEAに勤務

• 研究開発成果の管理と発信業務(～2013年)
▫ 研究者の論文・口頭発表情報の管理

▫ 投稿料・参加料の助成

• 技術レポート等の編集と刊行(2014年～)
▫ 研究開発報告書類(技術レポート)の編集・刊行

▫ 成果普及情報誌の編集・刊行



JAEA図書館

• 国内外の原子力関連の資料を広範に収集、整理、
提供するほか、JAEAの研究開発成果情報を一元
的に管理し発信

• 1970年より、国際原子力機関（IAEA）が運営す
る国際原子力情報システム（INIS)の日本側実施
機関として、国内原子力文献の海外普及・発信
を実施

• 2014年6月より、福島原子力事故情報アーカイ
ブを運用



研究連携成果展開部

研究連携成果展開部

連携展開推進室

連携協力課

知的財産管理・
利用促進課

研究成果管理課

科学技術情報課



システムの概要①

研究開発成果検索・閲覧システム(JOPSS）
http://jolissrch-inter.tokai-sc.jaea.go.jp/search/servlet/interSearch



システムの概要②
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研究開発成果
管理システム

研究者
利用者

図書館

スタッフ

検索

データの確認・修正
書誌情報の統一記述
典拠管理…etc.

標題
要旨
著者
発表先
査読有無・・・

JOPSS

（確定済みデータ）
毎日、バッチ処理で
データを更新(XML)



システムの概要③
研究開発成果管理システム

●標題
●著者名
●要旨
●使用言語
●掲載資料名
●ISSN-L
●巻・号・ページ
●刊行年月・・・必要な情報のみ

XMLとして出力

研究成果情報
標題
著者名
要旨
資料名
会議名
使用施設名
・・・

研究者典拠

所属典拠

会議典拠

資料典拠

資料分類

投稿料情報

・・・

費用情報

・・・



JOPSSでVMSOを考える

• Vision
▫ 原子力機構の研究開発成果を国内外に発信することで、
研究開発活動を支援する

• Mission
▫ JOPSSコンテンツへのアクセス数を増やす

• Strategy
▫ コンテンツの内容の充実
▫ 他システムとの連携によるアクセス経路の増加

• Objective
▫ Altmetricsの表示
▫ 論文の全文情報へのリンク
▫ ・・・etc.



既存システムのシステム改修

• 追加機能の検討
▫ 論文に対する反応(SNS, ダウンロード数等)の表示

▫ 全文へのアクセス経路の表示

▫ …etc.

• UIの検討
▫ ユーザがより使いやすいUI
▫ 追加機能を盛り込んだ表示の構成



メタデータ
標題
著者名
・・・
DOI

追加機能の検討①
Altmetrics

<div class='altmetric-embed' 
data-badge-type='donut' data-doi=“DOI"></div>

DOIを使用して
Altmetricsを表示
→TwitterやFacebookでの

反応の可視化

論文への反応などを表示したい
→Altmetrics.comが提供するBadgeを使用して

SNS等での反応を表示



追加機能の検討②
論文を読む・探す
論文全文情報への経路を提供したい
→SFXで購読・所蔵情報を表示 SFXで論文全文入手経路を表示

・機構での購読情報
購読しているものはリンク

・他機関の所蔵状況
CiNii Books（他機関所蔵）
NII Webcat Plus
NDL-OPAC

Open URLで
標題＋資料名＋巻号＋著者名＋DOI等
を渡す

メタデータ
標題
著者名
資料名

巻・号・ページ
ISSN
DOI



UIの検討①トップ画面

他のDB画面等を参考にして
画面構成案を作成・検討

詳細検索へ

全て PDF有 本文Link
有

編集可能。クリック時、
当該用語を使用して
「全て」で検索した
検索結果画面へ遷移

スマホ対応画面



UIの検討②検索結果画面

・絞り込み検索：「発表形式」「掲載
資料名」「会議名」「キーワード」
「著者」「言語」「出版年」
・降順で表示(上位3件)
・各項目展開時は上位10件まで表示
・出版年は年の降順で表示

原標題を表示

会議名／資料名(データがある場合)

・ソート項目は「出版年」
「開催年」「標題」「会議
名」「資料名」で昇順・降順
・ソート時、対象項目がブラ
ンクのものは 後に表示
・デフォルトでは「出版年」
の降順で表示(要確認)

・DLは、ページ切替なしで同
ページ中に表示する上限まで。
形式は「TSV」「ReferBiblx」

「BibTex」の3形式



UIの検討③詳細表示画面

追加機能
→画面上の配置を検討



システム構築中に発生した問題

• レスポンスタイムの増加

▫ システム改修の過程で、機能追加により、検索か
ら結果表示までのレスポンスにかかる時間が増加
することが判明

▫ →機能の分割により速度向上を図る



まとめ

• 何を目的として、どんな機能を盛り込むのか？

• 検討段階での、内部の意思統一が重要

標題

資料名
号

開催年

巻

刊行年

会議名


